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発行所　日向畜役所

発行人　B　向市畏

編簾人　市畏室広報係

印刷所　安髄印刷所
　　電i晒64番

現佳人口開
（10月イこ日現κ）

男　　1軌2σ7人

女　　19．991人

計39．258人（ト63人）

世帯総数
8．149fイ！降r（十2）

「
　
る
こ
と

一

㈲
戦
傷
心
残
者
遣
出
族
会
及
傷

コ一　

ﾎ
軍
人
会
に
関
よ
る
こ
と

一
㈹
厚
生
資
A
W
に
関
す
る
こ
と

　・
ω
臼
雇
労
働
者
保
険
に
閏
よ
る

　
こ
と

㈹
公
益
質
犀
に
間
す
る
こ
と

O
配
給
係

　
ω
食
糧
の
配
給
に
閉
す
る
こ
と

②
人
口
移
動
（
転
人
、
転
出
）

　
こ
男
ず
る
こ
と

㈹
そ
の
他
誌
物
資
の
配
給
に
閉

　
す
る
こ
と

一
〇
戸
籍
係

ω
月
籍
係
に
関
す
る
こ
と

「
偶
柱
民
浮
野
に
関
よ
る
こ
と

．
③
外
国
人
限
り
録
に
関
す
る
こ
と

…
㈲
民
下
歯
処
分
に
聞
す
る
こ
と

㈲
印
鑑
滑
り
録
及
び
証
明
に
閉
す

｝
　
る
こ
と

｝
㈲
人
口
動
熊
に
関
す
る
こ
と

［
ω
そ
の
他
1
1
籍
事
務
に
閉
す
る

　
こ
と

一
以
h
が
新
設
の
市
風
課
の
d
事

更
す
が
、
場
所
は
従
来
の
農
林

　
課
配
給
係
の
と
こ
ろ
で
す
。
新

㎜
仔
の
三
輪
市
民
課
長
は
，
市
民

　
　
　
　
　
　
　
し
い
よ
う

一

に
、
市
民
の
槽
さ
ん
の
た
め
、

二
生
懸
命
努
め
ま
す
」
と
．
口
つ

○
市
長
室

『
広
報
係
』
に
、
巾
政
の
相
応

処
理
に
関
す
る
こ
と
、
の
一
山

が
加
え
ら
れ
よ
し
た
。

○
紹
務
課

大
日
向
市
の
基
礎
ず
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

『
管
財
係
』
が
新
し
く
設
け
ら

れ
、
市
存
財
匠
の
取
得
管
理
及

処
分
並
に
取
締
り
に
関
す
る
こ

と
、
を
取
扱
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

日
知
屋
原
平
地
の
区
識
整
理
始
ま
る

日
偏
屋
原
Ψ
地
と
漕
通
呼
ん
で

い
る
富
高
駅
か
ら
東
側
の
一
甫

は
、
日
向
市
街
地
と
し
て
砥
市

日
画
の
区
画
陪
理
肇
マ
か
始
め

る
こ
と
に
な
り
長
し
た
。

少
し
詳
し
く
凸
い
ま
す
と
、
駅

褒
か
ら
窟
昌
高
等
学
校
の
中
端

の
線
を
細
島
鉄
貞
線
路
才
で
引

い
た
線
ま
で
の
一
帯
で
、
面
債

は
ト
四
万
六
丁
二
百
卜
一
坪
で

あ
り
ま
し
て
、
施
行
地
区
の
了

名
は
、
亀
堀
上
、
中
の
原
、
㎏

田
、
中
苗
代
川
、
下
晴
代
田
、

L
”
川
代
川
、
中
原
町
、
軒
場
ケ

崎
、
仮
場
の
ル
、
仮
場
の
脇
、

L
原
町
の
全
部
と
、
中
原
、
蛭

．
1
の
垢
、
西
前
山
、
璽
前
山
、

向
原
占
闘
、
大
人
閣
不
原
町
、

工臨こ一1隻；ミ
1，㌧11ゆの｝南開

町1地と　’
’貰区な向
7，1、縁はつ原

昂に中て新
川糸1、方い開

といほ隻　’
を。矧r飛
南わ1㌧。の
で1了り港　 ト

地’と　σ）

に
拡
張
～
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
道
路
が
地
区
内
を

栗
西
に
縦
貫
し
て
い
ま
ぐ
。

ま
た
鋲
道
細
島
線
に
沿
っ
て
、

細
昌
港
に
向
っ
て
凸
－
場
細
島
を

と
し
て
結
ぶ
広
い
平
地
で
あ
り
」
糺
ぷ
道
路
も
一
万
メ
ー
ト
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

亥
し
τ
、
巾
街
地
ヒ
し
て
三
門
拡
張
5
1
画
中
で
あ
り
ま
ず
。

へ
地
域
と
さ
れ
て
い
手
・
δ
の
区
胸
稀
は
、
・
事
費
七

血
ズ
勾
こ
土
D
員
．
ト
メ
ー
ト
千
1
1
白
万
円
を
卜
し
ま
ず
が
、

ル
の
国
道
が
日
置
に
施
設
げ
ら
二
ニ
カ
“
5
1
画
で
実
施
す
る
こ
と

れ
、
現
白
一
　
メ
ー
ト
ル
の
中
．
に
な
っ
て
わ
り
ま
す
。

巾
・
山
路
ほ
将
来
ニ
ー
メ
i
ー
ル
｝

市

民
課
を
新
設

サ
ー
ビ
ス
第
一
に

●
凹
”
「
齢
●
噂
●
凹
■
口
●
0
藺
噛
卿
，
●
●
■
一
■
一
，
甲
一
剛
鱒
吻
「
盾
O
伽
■
，
曽
一
・
騨
幽
口
6
“
・
明
一
甲
“
■
「
・
■
・
一
．
■
・
暉
O
の
扁
一
日
目
■
一
甲
・
鴨
一
，
一
一
旧
一
網
●
●
一
繭
一
喝
口
O

　
篭
年
の
恵
み

　
　
　
落
付
い
て
張
り
切
る
農
家
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
々
沖
融
町
原
に
て
一

、
！

1山川「白川ll川l

i市l

i議1

≡　△　三
≡　置　三

11111「1川川11川ll

○
壷
網
。
．
十
日
　
い
－
務
部
員
会

を
開
き
、
砂
利
押
取
丁
数
料
に

関
す
る
請
願
そ
の
他
審
満
。

○
イ
月
二
十
三
日
　
押
済
妥
員

会
を
開
き
、
日
向
市
川
地
災
害

復
旧
事
業
費
分
担
今
微
収
条
例

に
つ
い
て
の
公
恥
会
を
開
く
。

〇
十
月
二
十
四
日
目
卯
設
委
員

会
を
…
囲
き
、
瀬
ノ
ロ
橋
へ
語
り
）

架
け
替
、
馬
瀬
部
落
群
道
、
田

代
口
農
道
、
σ
ち
一
辺
－
匹
‘

　
　
　
　
　
　
　

・
＾
ズ
庭
肚
黒
い
｝
蔑
。

　
　
　
　
　
　
一
㌻
ロ

一
市
民
の
皆
さ
ん
が
巾
役
所
に
一

来
ら
れ
ま
し
て
、
便
利
な
よ
う

に
、
廓
弼
組
織
を
作
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
か
ね

矯
嘆
、
醐
鶴
鴇
黎
課
の
名
に
ふ
・
わ

し
て
よ
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ

い
よ
↓
一
月
一
日
か
ら
、
新
し

く
甫
民
課
を
設
け
る
こ
と
に
生
で
お
り
ま
す
。

り
レ
よ
し
た
。

市
民
課
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に

直
話
関
係
の
深
い
事
務
を
ま
と

め
て
お
り
ま
し
て
、
窓
口
事
務

を
一
課
目
済
む
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
¢
か
ら
、
あ
ち
ら
こ
ら

ら
に
御
足
労
を
か
け
な
い
よ
う

　
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
而
民
課
で
取
扱
う
撃
茎
は
次
の

よ
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

O
市
民
係

　
ω
課
内
に
属
す
る
庶
務
一
般
に

　
関
蘇
る
こ
と

　
②
災
害
救
助
に
関
す
る
こ
と

㈹
市
営
住
宅
の
管
押
に
関
す
る

　
こ
し
」

ω
日
本
赤
十
字
社
に
関
す
る
事

㈲
旧
軍
人
慰
給
法
（
扶
助
料
、

　
及
傷
柄
恩
給
）
に
関
す
る
耶

⑥
戦
残
者
の
公
報
、
遺
骨
伝
達

　
等
そ
の
他
遺
家
族
の
相
談
概

｝　
護
に
関
す
る
こ
と

一
ω
戦
傷
病
者
戦
曜
者
遺
家
族
緩

一　護
法
に
関
す
る
こ
と

捌
朱
帰
還
者
留
守
家
族
に
関
す

　
　
　
’

　
　
　
’

　
　
　
　
／

　
　
　
　
ノ

（
憂
舎
と

弊
備
、
西
谷
尊
重
新
設
な
ど
の

請
腰
、
ラ
ジ
オ
宮
崎
出
資
金
の

陳
情
、
補
助
金
（
観
光
協
会
）

の
申
請
な
ど
を
審
講
。

〇
十
月
、
一
」
－
五
口
　
建
設
疫
員

会
を
開
き
、
内
Ψ
寮
歌
設
に
関

す
る
議
願
か
痔
瀦
。

0
1
．
一
月
五
日
　
文
教
厚
生
委

員
会
卒
開
き
、
塩
見
小
学
校
水

道
㌧
備
に
つ
い
て
の
請
噸
を
一

碧
攣

　
　
　
　
、

　
　
　
、

　
　
　
、

　
　
、

　
　
、

晶
織
豊
鹸

市氏課

墾
課枇
彰

長

葵
計
言呆

一
な
お
、
市
民
課
が
出
来
ま
し
て

従
来
あ
っ
た
厚
生
課
は
廃
止
し

ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
課
で
も

一
部
次
の
と
お
り
係
と
事
務
の

追
加
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

畢務着
幽

掴
、
落
果

　
　
世
口

《

一室ろ
更
P
乎

キ
長

薫金索瞳乳

委
嬬

　
　
　
ら
＼入
ロ

嘱
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上
水
道
強
化
さ
る

こ
の
程
江
良
浄
水
場
一

（
県
道
－
日
向
化
工
）
、

そ
の

工
廓
の
入
札
を
行
な
　
町
村
会
館
前
通
等
閑
艮
四
イ
八

い
、
百
九
十
二
万
円
一
百
九
ヨ
七
米
と
な
っ
て
い
ま

で
丁
事
を
始
め
る
こ
｝
す
。

と
に
な
り
ま
し
た
。
　
継
目
工
事
に
な
っ
て
い
る
塩
見

浄
水
場
ポ
ン
プ
官
は
第
一
水
源
か
ら
江
良
の
浄
水
場

今
ま
で
木
造
Ψ
屋
造
［
ま
で
の
送
水
管
工
事
（
千
二
百

り
で
台
風
の
都
度
心
「
八
十
米
・
工
費
二
百
五
十
八
万

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
千
円
）
の
残
工
事
と
し
て
第

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
水
源
の
ポ
ン
プ
工
事
等
総
額

　
　
　
　
　
　
　
　
千
五
百
万
円
の
四
二
で
、
来
春

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
月
末
迄
に
は
．
喝
ユ
の
ア
冗
で

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
」
事
が
終
了
≠
れ
ば
日
向

　
　
　
　
　
　
　
　
市
上
水
血
五
力
年
訓
幽
が
一
応

　
　
　
　
　
　
　
　
終
り
、
所
要
総
経
費
起
債
額
ヒ

近
く
高
1
1
受
竃
設
備
千
五
＋
万
円
に
達
し
毎
年
宥
百

　
　
　
　
　
　
　
　
［

ポ
ン
プ
室
及
び
附
帯
一
他
出
富
小
跡
都
田
計
圃
地
及
び

配
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

今
度
改
築
さ
れ
る
も
の
は
旧
訓

二
一
四
坪
鉱
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
現
為
五
卜
馬
力
電
動
ポ
ン

プ
ニ
台
と
七
十
五
馬
力
デ
イ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ヂ
ン
付
ポ
ン
プ
一
台

で
す
が
、

を
し
て
日
向
市
の
人
口
急
増
に
一
万
円
に
及
ぶ
起
債
償
還
を
給
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

即ω

鼬
ｨ
縫
競
課
離
頼
る
…
に
な
、

配
水
鵯
工
事
は
財
光
も
本
線
　
こ
の
よ
う
に
、
給
水
の
刃
ー
ビ

（
燃
見
橋
－
赤
木
蔑
鶏
場
）
、
一
ス
に
は
万
介
を
期
し
k
す
の

大
曲
接
航
線
っ
ル
月
鉾
商
店
前
一
で
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
方
も
給

一
高
見
橋
）
、
新
国
道
線
（
宮
一
水
料
金
の
滞
納
が
な
い
よ
う
御

交
ア
パ
ー
ト
導
通
－
尾
立
山
一
協
力
を
お
甘
い
し
ま
す
。

下
）
、
伊
勢
ケ
浜
線
（
県
道
一
と
水
道
課
で
は
為
っ
て
わ
り
ま

伊
勢
ケ
洩
）
、
曽
根
横
断
線
　
す
。

“

ぐ

￥
．
庫
’

＾
『
匂
β
謹
零

＼
　
年
と
あ
っ
て
、
容
に
は
遠
慮
し
一
撃
っ
て
い
ま
す
。
届
を
す
る
こ

　　

牛
･
の
季
節

　
　
　
　
　
式
が
済
ん
だ
ら
婚
姻
届
を

秋
も
深
ま
り
糺
婚
シ
ー
ズ
ン
と
｝
籍
係
で
は
結
婚
式
が
済
ん
だ
ら

な
り
ま
し
た
が
、
〈
，
年
は
サ
ル
…
す
く
に
届
を
出
し
て
下
さ
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

た
適
令
の
人
達
も
・
秋
の
実
の
一
と
は
市
民
の
良
識
で
も
あ
り
、

り
と
と
も
に
結
婚
が
ぐ
っ
と
ふ
．
法
的
に
は
届
出
が
す
む
也
は
婚

や
や
こ
し
く
な
り
ま
す
の
で
、

新
郎
新
婦
だ
け
で
な
く
、
両

親
、
媒
し
や
く
人
の
方
々
の
御

理
解
と
御
協
力
も
お
願
い
し
た

い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

郡
仔
牛
品
評
会
成
績

東
一
目
郡
内
仔
1
1
品
目
会
は
十

一
月
八
日
延
岡
で
行
わ
れ
日
向

市
凹
係
の
成
績
は
次
の
通
り
で

し
た
。

優
等
　
田
中
　
繁
雄
（
財
光
も
）

1
等
　
、
、
窪
　
’
一

　3　2　　　　1

　等等　　等

山黒侶乱読松
木木藤彙木下
　　　侶
栄　 亀次儀に
巾勝市郎四一
　　ハ　 　　 　　　　　

堀亀亀鵜凶賊

門崎崎τ：嶋脇
）　）　 ）　 ）　）　）

胴心　1　叩
甲

3

用の火
●

■

マ

26日一12月2日

の火災予防運動週間

幽幽囲』山”1曲1肛画幽」u幽蝕凶㎞画副

’

恕冒
幽

　
　
　
　
　
栄
巾
（
堀
一
方
）

な
お
団
体
の
部
で
は
日
向
市
は

三
等
で
し
た
。

共
同
募
金
の

　
　
　
中
間
報
告

”
赤
い
羽
根
”
募
金
運
動
は
十

月
叡
で
一
応
恕
り
、
福
祉
協
護

会
で
は
巾
民
の
皆
さ
ん
の
御
協

力
に
多
謝
し
て
い
ま
す
。

づ
一
月
六
口
血
に
同
那
務
局
が

取
扱
つ
た
分
は
、
街
頭
募
金
目

標
敏
九
万
三
千
円
に
対
し
て
七

万
四
千
六
百
円
、
大
日
募
金
十

万
円
に
対
し
て
七
万
三
百
円
の

成
績
で
、
。
1
1
別
募
金
は
旭
通
、

八
坂
、
清
“
、
1
1
手
向
、
丈

砂
、
上
町
二
区
、
鶴
町
な
ど
が

え
て
来
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
一
三
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
肝
心
の
婚
姻
嗣
を
出
さ
な
い
・
た
名
し
子
供
が
生
れ
る
ま
で
田

方
が
以
外
に
多
く
、
市
民
課
戸
｝
出
を
お
こ
た
っ
て
い
る
と
大
変
す
し

．

もれていると

投
票
が
で
き
な
い

　
　
　
　
一
基
本
選
挙
人
名
簿
1

九
月
十
五
日
置
石
で

写
し
を
一
部
渡
し
て
あ
り
ま
す

基
本
選
挙
人
名
簿
を
一
の
で
、
御
覧
の
上
、
登
載
も
れ

と
え
選
挙
権
は
あ
り
ま
し
て
　

も
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
載
っ
て
い
る

か
ど
う
か
確
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

次
の
期
間
を
縦
覧
期
間
と
し
て

一
般
に
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。
｛

脱
漏
、
誤
載
等
の
な
い
よ
う
選
一

挙
管
珊
委
員
会
事
務
局
、
ま
た

は
各
区
の
区
長
さ
ん
に
名
簿
の

つ
く
り
ま
し
た
。
　
…
の
場
合
は
面
ち
に
申
出
て
下
さ

箋
鮮
紅
静
養
　
　
馨
饗
員
く
董
務
局
塒
を
奮
課
勤
務
・
命
ず
る

．
、
、
遷
の
時
、
た
…
亘
朋
播
罫
A
m
ず
る
松
木
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
一
登
載
す
る
人
は
、
　
　
　
　
　
農
業
委
員
会
事
務
局
長
を
命
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
令
、
昭
和
十
一
年
卜
二
月
　
　
助
役
松
木
貞
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
長
、
二
二
兼
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
二
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
日

　　

@　

@　

@　「

{
人
　
　
嚢
災
卿
係
蝦
務
群
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
所
、
本
年
六
月
↓
六
日
以
一
　
　
　
　
内
　
山
　
靖
一
　
孝

　
　
　
　
西
　
山
　
慶
　
治

岩
脇
支
所
長
を
命
ず
る

　
　
　
　
中
　
村
　
　
　
詮

年
々
津
支
所
長
を
命
ず
る

　
　
　
　
三
　
輪
　
竜
　
一

市
民
課
長
を
命
ず
る

　
　
　
　
林
　
　
　
敏

前
か
ら
ひ
き
続
い
て
日
向
市
一
市
長
室
秘
書
係
勤
務
を
命
ず
る

内
に
住
ん
で
い
る
人
（
三
ヵ
｝
　
　
　
成
　
合
　
和
次
郎

月
以
上
》
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
黒
木
義
　
爽

｝
　
　
　
鈴
木
　
尊
　
嘱

1

市
長
冤
勤
務
を
命
ず
る

一　　
　
　
黒
　
木
　
政
　
葬

一
類
長
室
統
計
係
勤
務
を
命
ず
る

一
　
　
　
井
上
　
鉄
　
雄

一
総
務
課
庶
務
係
勤
務
を
命
ず
る

一
　
　
前
田
テ
イ
子

・
　
　
　
黒
　
木
　
満
　
盛

「
総
務
課
管
財
係
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
河
　
野
　
成
疋

一
税
務
課
土
地
超
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
甲
　
斐
　
正
　
教

　

一
農
林
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
黒
木
　
醤
　
義

寡
課
失
業
対
策
係
勤
務
を
A
・

　
　
　
　
佐
　
藤
　
　
　
保

雇
員
を
命
ず
る

少
年
自
衛
隊
員
募
集

防
衛
庁
で
は
少
奪
自
衛
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
中
学
卒
又

は
見
込
の
十
五
一
十
七
才
未
満

の
男
子
で
十
ご
月
十
五
日
締
切

と
な
っ
て
い
ま
す
。
志
願
案
内

樽
は
市
役
所
総
務
課
に
あ
り
ま

す
。

目
標
額
を
大
き
く
上
廻
る
好
成
．
て
来
た
が
・
そ
れ
で
は
発
展
色

盛
で
冗
了
し
て
い
ま
す
が
、
わ
上
に
あ
る
日
向
市
の
役
所
の
休

く
れ
て
い
る
地
区
は
甲
く
完
了
制
と
し
て
は
順
応
し
た
形
態
と

し
て
も
ら
う
よ
う
望
ん
で
い
ま
は
言
わ
れ
な
い
の
で
・
こ
の
際

会
計
課
勤
務
を
命
ず
る
　
　
　
一
　
　
　
奈
　
須
　
忠
　
二

　
　
　
　
骸
伯
　
　
学
　
一
　
　
　
北
島
則
子

商
工
水
産
課
水
産
係
勤
務
を
命
醒
市
民
課
戸
籍
係
勤
弼
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

中甲立渋

野斐川短

編三良利

臣良一男

　
訂
正
お
わ
び

前
号
十
月
目
日
月
第
一
面
の
、

新
教
育
委
員
き
ま
る
、
の
記
弔

中
近
藤
保
三
氏
の
略
歴
の
内
甲

大
・
商
科
螂
三
部
卒
は
早
大
商
学

部
卒
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
ま
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
．

※
に
語
り
ま
し
た
。

　
小
異
動
は
従
来
も
度
々
二
つ

ず
る　
　
　
　
佐
藤
　
糸
枝

商
工
水
産
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
高
山
　
　
　
一

消
防
本
部
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
照
木
義
文

細
島
支
所
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
是
次
長
言

福
祁
事
務
所
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
黒
木
　
金
義

岩
脇
支
所
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
黒
　
木
　
稔
俄

雪
々
津
支
所
税
務
係
勤
務
を
命

ず
る
　
　
　
　
中
　
山
　
　
　
明

美
々
津
支
所
経
済
係
勤
務
を
命

ず
る
　
　
　
　
安
藤
　
保
　
舅

　
　
　
　
河
　
野
　
正
　
夫

一
市
民
課
市
民
係
勤
弼
を
命
ず
る
一
る
。

一
　
　
仏
藤
π
典

．
　
　
　
思
　
木
　
ト
キ
エ

　
市
民
課
配
給
係
勤
務
を
命
ず
る
一
で
、

一
　
　
相
馬
　
淳

　
養
迎
戸
期
蕩
遷
．
隠
る

希
民
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
海
　
野
　
光
洋

市
長
室
勤
勝
を
命
ず
る

　
　
（
以
上
十
一
月
一
日
付
）

今
回
は
当
市
役
所
と
し
て
は
、

か
な
り
大
巾
の
異
動
で
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
市
長

室
長
松
木
助
役
は
次
の
よ
う
※

力
　
現
段
階
で
は
不
充
分
で
は

｝
あ
る
が
こ
の
程
度
に
終
っ
て
「

・
本
来
の
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

一
課
と
し
て
の
新
味
を
櫨
る
こ
と

が
掛
来
な
か
っ
た
が
、
更
に
検

討
し
て
市
民
に
直
結
す
る
よ
う

な
課
を
将
来
つ
く
り
た
い
。

思
い
切
っ
て
や
り
た
い
と
九
月

頃
か
ら
考
え
て
い
た
。

も
っ
と
思
い
切
っ
た
人
事
を
考

え
た
が
、
仕
耶
の
内
容
に
よ
っ

て
は
専
門
的
な
部
門
も
あ
っ

て
、
こ
の
秤
度
の
異
動
に
二
つ

・
た
。
市
長
室
に
つ
い
て
は
、
丁

一
場
誘
致
受
入
態
勢
を
整
え
る
と

「
い
う
こ
と
が
主
眼
と
な
っ
て
い

　
　
そ
し
て
商
工
水
産
課
、
成

は
ま
た
商
工
会
議
所
等
と
の
関

　

一
叢
を
密
に
す
る
必
要
が
め
る
の

　
　
こ
の
点
も
考
慮
さ
れ
て
い

る
。
新
設
の
市
民
課
は
、
か
れ

「
て
の
要
塑
も
あ
b
市
民
へ
の
サ

「
ー
ビ
ス
向
上
を
考
え
て
事
務
編

一
成
な
ら
び
に
人
事
異
動
を
し
た

「孕》
　
、



（2）（第15弓・）報広市

羅
．
亀
“

　　　く1

㍉轟

湘

準
日
本
一
に

　　

@　

注
N
優
良
児
童

　
　
　
　
　
　
　
山
中
祥
武
暑

朝
日
新
聞
社
L
七
二
国

健
康
優
良
児
殻
醸
日
本

一
に
、
引
高
小
学
校
六

年
生
山
中
起
武
君
が
決

定
、
富
高
小
学
校
の
先

生
た
ち
や
児
著
た
ち
一

同
は
誇
り
と
構
ぴ
に
満

ち
て
い
ま
す
。

十
一
月
六
日
に
山
中
君

は
父
親
宝
一
氏
、
生
斌

校
艮
、
野
崎
先
生
ら
に

付
添
わ
れ
て
元
気
に
帰

り
ま
し
た
が
、
富
高
駅

前
広
場
で
盛
ん
な
歓
迎

会
が
行
わ
れ
、
市
を
代

表
し
て
松
木
市
助
役
、

田
村
教
育
委
員
長
、
一

政
P
T
A
会
長
児
爽
代

寝
綾
部
忠
雄
君
ら
の
祝

辞
が
あ
り
、
山
中
君
答

辞
を
述
べ
、
市
か
ら
花

束
贈
呈
が
あ
っ
て
後
、

南
町
の
山
中
家
ま
で
六

年
生
学
友
に
導
か
れ
て

　
　
　
（
収
容
学
生
一
人

　
　
　
四
十
人
分
）
で

　
　
　
　
　
（
富
高
小
）

行
進
、
沿
道
の
市
民
は
皆
喜
び

の
顔
で
迎
え
ま
し
た
。

山
中
7
1
が
準
日
本
一
に
な
っ
た

資
料
を
富
高
小
学
校
秋
田
教
頭

か
ら
き
か
し
て
貰
い
ま
し
た
の

で
、
参
考
ま
で
に
次
に
お
知
ら

せ
し
て
み
ま
し
よ
う
。

一
般
の
Ψ
均
と
比
較
し
て
み

そ
の
家
族
八
人
の
方
々
は
　
㎝
◎
結
核
検
診
に
つ
い
て

父
山
4
1
宝
一
氏
（
4
5
X
医
師
）
　
結
核
検
診
に
つ
い
て
は
先
号
（

互
恵
疋
子
さ
ん
（
4
2
）
溜
男
一
泰
一
寸
十
四
号
）
で
お
知
ら
せ
し
ま

君
（
2
3
）
（
慈
恵
医
大
）
次
9
3
心
霊
　
し
た
が
、
あ
い
に
く
農
繁
期
に

（
2
1
X
戊
齢
大
）
三
男
祥
武
君
さ
し
か
か
り
ま
し
た
の
で
、
一

（
1
2
）
四
男
雲
叢
君
（
7
）
（
寮
小
部
を
実
施
し
た
ま
ま
で
延
期
し

一
矩
）
長
女
淑
子
さ
ん
（
5
×
幼
一
ま
し
た
。
十
一
月
中
旬
以
降
取

稚
園
）
伯
母
ミ
ツ
エ
さ
ん
（
6
8
）
上
げ
の
一
段
落
を
ま
っ
て
・
さ

細
島
港
定
期
航
路
新
塁
指
笛
難
騰
難
解

十
一
月
一
日
か
ら
阪
神
一
細
一
な
り
・
手
当
さ
え
5
1
け
れ
ば
癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
－
宮
崎
間
に
定
期
航
路
一
り
ま
す
。
こ
の
法
嗣
発
見
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
が
、
大
阪
市
元
海
運
会
社
で
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
さ
れ
ま
し
た
。
松
口
頼
丸
、
神

て
、
随
分
違
っ
て
い
る
よ
う
で
「
繍
丸
、
興
安
丸
の
三
隻
で
就
航

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
す
る
も
の
で
、
五
日
目
毎
に
細

な
お
南
町
の
同
家
は
、
静
か
な
　
島
港
に
入
港
す
こ
す
る
と
に
な

良
い
瑚
境
に
あ
た
り
ま
し
て
、
　
つ
て
い
ま
す
。

⊥⊥（山中君）

乏　　1625cn1

1　55．4kg

「｛　829cm

G』国・1ノ均）

133．9cm

　297kg

　65．8crn

力体

ノ！二（50メートル）　　　　7和レ2

立lfj跳　　　　　　　2m29

投：（スポンジボール）64m

　　　学　　力

知能指数 120（優）

【写真】市長代理松木助役の

　　　㍍僻をうける山中君

日
向
市
産
業
振
興
祭

　
　
　
　
　
－
卜
二
月
六
日
か
ら
一

真
」
早
業
の
縮
図
を
市
民
一
般

に
展
小
し
て
、
市
産
業
振
興
の

育
成
を
は
か
る
た
め
の
、
日
向

巾
醒
黛
振
興
寮
は
、
次
の
愛
領

で
開
儲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

開
催
月
日

　
略
・
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で

開
催
鳩
所

　
旧
富
島
簡
校
舎

会
場
の
展
示
計
旧
画

6
農
産
部

　
ω
普
通
農
作
物
そ
菜
、
柑
橘

　
　
類
、
花
町
、
工
芸
作
物
。

　
回
農
産
加
工
手
”
台
噸
の
品
評

　
　
ド
～
、
口
　
じ
O

　
　
む
み
ロ
ロ
ウ

⇔
農
藁
資
材
部

　
優
艮
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
農
機

　
貝
、
農
眺
、
肥
料
及
農
村
生

　
活
改
イ
冒
剛
勇
小
実
頽
即
・
－
9
6
。

国
商
工
水
産
部

　
商
ユ
水
陀
加
工
生
所
品
の
展

　
、
！
　
‘
0

　
4
則
，
ソ

㈹
畜
産
部

　
鶏
卵
、
畜
薩
加
工
晶
の
展
小

　
即
売
。

㈲
三
度
部

な
お
ト
陰
日
に
こ
の
振
興
祭
の

関
係
者
の
打
合
せ
会
を
開
い

て
、
細
部
の
協
議
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
出

品
な
ど
に
つ
い
て
は
、
農
林
課

よ
り
詳
し
く
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
百
二
十
乃
円

に
付
三
万
円
、

あ
る
が
自
己
資
金
も
要
る
の

層

め
行
な
う
の
が
こ
の
度
の
検
診

で
す
。
検
診
に
は
一
人
漏
れ
な

く
受
け
て
下
さ
い
。

◎
寄
生
虫
を
と
り
ま

　
し
よ
う

十
一
月
十
九
日
よ
り
二
十
五
日

ま
で
は
寄
生
虫
の
弄
防
週
間
で

す
。
寄
生
虫
が
い
る
と
、
ど
ん

な
に
栄
養
を
と
っ
て
も
身
に
つ

か
ず
、
身
体
が
だ
る
く
、
頭
が

ボ
ン
ヤ
リ
し
、
極
端
に
繁
歎
ず

る
と
脳
や
肺
臓
等
に
ま
で
入
っ

て
致
命
傷
に
な
る
例
が
あ
り
ま

す
。
従
来
寄
生
虫
と
い
う
と
回

虫
ば
か
り
を
軍
賦
す
る
風
が
あ

り
ま
し
た
が
、
近
来
娯
虫
（
十

二
指
腸
虫
）
の
害
の
大
き
い
こ

と
が
判
っ
て
来
て
、
こ
れ
の
駆

虫
が
重
視
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
寄
生

虫
に
注
意
し
一
度
保
健
所
、
医

師
等
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
す

す
め
い
た
し
ま
す
。

●
●
ロ
囎
■
●
●
●
■
馳
■
騨
隔
■
一
”
「
胸
脚
口
●
一
〇
●
一
●
■
鵯
一
一
●
一
脚
●
鴨
●
鱒
層
一
一
一
圃
一
●
薗
騨
藺
口
幽
一
■
一
一

日
向
市
の
火
事
統
計

畠
，
■
層
●
O
O
一
●
O
O
鱒
●
●
●
●
騨
●
一
●
O
一
噂
●
■
●
鱒
O
■
脚
●
O
顧
口
●
脚
哺
■
齢
畠
一
顧
0
，
，
舳
●
騨
日
脚
一
一
■

汽
唯
に
乗
り
降
り
す

る
人
百
六
卜
八
万
一

千
三
百
二
十
人
（
一

年
間
）

市
内
に
は
席
高
、
細
島
、
岩

脇
、
美
々
津
の
四
つ
の
鉱
道
の

　
　
　
ロ

駅
が
あ
り
ま
す
が
、
乗
り
降
り

の
人
々
の
数
は
一
体
ど
の
位
の

人
数
で
し
よ
う
。
次
の
表
で
御

覧
下
さ
い
。
毎
日
四
F
六
百
八

人
の
人
々
が
汽
車
に
乗
り
降
り

し
て
い
ま
す
。

昭
和
ご
十
七
年
か
ら
五
年
五
カ

月
間
の
、
市
内
の
火
事
の
統
訊

調
を
み
の
表
で
御
覧
下
さ
い
。

火
事
の
季
節
に
入
り
、
何
か
気

づ
い
て
下
さ
れ
ば
ヰ
で
す
。

一し5月迄　　　　円
1．400000　6f’1

　86．50013‘’1

　　　　　　
　　3．200　4イノ1

．賢5・0001

　　　　　　　　一　1イ’【

　　一1
　　＿　

1

　　－　1
　35．000

　　　550

1．530250

　　　　　円
2333．000

　118500

0593．000

　80．000

2．940人

790人

495人

383人

4608人

（鞠射

1．492人

392人

231人

185人

2．300人

1448人

398人

264人

198人

2．308人

で
、
当
市
は
勿
論
入
郷
地
帯
町
一
◎
風
邪
に
気
を
つ
け

村
の
関
係
者
と
協
識
し
て
出
来
一

る
だ
け
甲
く
造
り
た
い
。

学
生
寮
嬉
設
具

体
化
す

千
喰
市
に
学
生
寮
を
侮
る
計
画

は
、
そ
の
後
若
々
進
ん
で
き
ま

し
た
が
、
日
向
地
区
育
英
会
長

の
青
木
市
議
長
は
大
要
次
の
よ

臨
も
O
■
卿
■
●
■
●
鱒
嘔
駒
幽
●
O
●
ロ
一
●
●
ロ
一
■
●
麗
9
●
■
鞠
■
0
●
■
駒
“
■
■
■
●
卿
■
鱒
凹
噛
噂
■
齢
●
●
騨
●
騨
●
一
”
●
冒
・

…
衛
生
だ
よ
り
　
…

，
●
齢
，
●
齢
■
O
●
●
●
一
■
■
■
胃
■
■
暉
■
吻
，
幽
■
●
噂
”
0
願
帥
●
隠
一
曜
■
”
瞬
凹
■
欄
一
輔
■
●
●
弓
曽
一
〇
〇
馴
口
●
”
●
冒
1
0

◎
冬
を
越
す
蚊
と
ハ
エ

　
を
な
く
し
ま
し
よ
う

私
共
は
、
昨
年
来
蚊
と
ハ
エ
の

撲
滅
を
叫
び
つ
づ
け
て
来
ま
し

た
。
夏
中
市
民
の
皆
さ
ん
と
力

を
あ
わ
せ
、
ず
い
分
い
ろ
い
ろ

の
手
を
打
っ
て
み
た
の
で
す
が

モ
デ
ル
地
区
で
も
ま
だ
こ
れ
で

充
分
だ
と
は
い
き
か
ね
て
お
り

ま
す
。
冬
は
蚊
や
ハ
エ
の
少
な

い
時
季
で
す
し
、
こ
の
機
会
に

う
に
計
画
の
現
状
を
語
り
ま
し
一
こ
そ
絶
滅
を
図
る
べ
き
で
す
。

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
で
も
こ
の
十
一
月
を
「
冬
を

起
債
も
補
助
も
十
月
十
六
日
に
一
越
す
蚊
と
ハ
エ
を
な
く
す
る
月

決
定
し
た
の
で
・
い
よ
い
よ
置
間
」
と
し
て
、
啓
も
う
、
宥

齢
す
る
。
来
春
三
月
ま
で
に
は
仏
、
指
導
等
を
行
い
ま
す
。
市

落
成
さ
せ
た
い
。
敷
地
は
百
五
も
期
間
中
指
定
地
区
の
煙
霧
消

十
二
坪
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
タ
　
毒
を
行
い
ま
す
が
、
各
地
区
に

リ
ー
ト
三
階
建
で
延
肖
ヒ
十
坪
・
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
要
領
で

八
、
文
部
省
の
輩
禅
建
築
費
は
一
共
同
撲
滅
を
行
な
っ
て
戴
き
た

坪
当
り
五
乃
六
千
五
百
円
で
あ
［
い
と
田
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
、

戊
虫
は
警
殺
し
蛆
麓
と
【
・
て
蓼
Z
莞
消
極
的
環

堵
肥
の
根
も
と
の
蛆
と
り
、

天
月
裏
、
電
灯
コ
ー
ド
等
の

ハ
エ
を
絶
滅
し
て
下
さ
い
。

　
　
ま
し
よ
う

一
秋
風
が
立
ち
始
め
て
よ
り
メ
ツ

キ
リ
風
邪
が
増
え
ま
し
た
ρ
風

・
邪
を
征
服
す
る
に
は
積
極
、
消

極
両
面
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的

に
は
冬
に
向
っ
て
特
に
身
体
を

一
鍛
え
る
こ
と
、
例
え
ば
冷
水

一
浴
、
冷
水
摩
檸
、
乾
布
摩
擦
等

一
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
度
に
応

一
緒
に
焼
け
ば
よ
い
・
　
拡
．
じ
て
は
、
湯
ざ
め
に
気
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
る
。
外
出
時
に
は
マ
ス
ク

2
、
越
冬
蚊
は
殆
ん
ど
が
雌
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
、
帰
っ
た
ら
ウ
ガ
イ
を
す

　
あ
り
、
風
の
あ
た
ら
ぬ
漏
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
、
特
に
食
前
の
手
洗
い
を
励

　
と
こ
ろ
（
床
の
T
、
納
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
ず
る
等
で
す
。
こ
の
他
衣
類

　
等
）
に
い
る
。
冬
の
薬
液
撤
．
の
寒
暖
に
合
し
た
調
節
も
大
事

　
布
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
二
一
な
こ
と
で
す
・
も
し
コ
ジ
れ
た

　
点
に
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
よ
う
な
時
は
躍
目
せ
ず
医
師
に

3
　
鼠
の
駆
除
も
冬
が
適
期
で
一
か
か
る
こ
と
、
「
風
邪
は
巨
眼

　
す
。
近
4
1
の
薬
は
押
入
等
で
一
の
殊
」
と
い
う
よ
う
に
、
ず
い

死
亡
せ
ず
家
外
に
は
い
出
し
㎜
分
風
邪
か
ら
奈
も
引
き
ぎ

　
て
死
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
一
し
ま
す
。
何
ご
と
に
よ
ら
ず
、

　
の
で
、
毒
餌
殺
鼠
を
わ
す
す
．
病
気
は
特
に
そ
の
初
端
に
淋
意

　
め
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
す
る
こ
と
が
蔚
要
で
す
。

並数損害額

3イ’1

31’1

2‘’1

31’1

㌦
㎜
㎜
㎜

50．000

何
桝
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1
　
2
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件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
ら
九
百
六
十
五
万
円
と
な
　
1
　
家
バ
エ
は
成
虫
越
冬
し
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
敷
地
代
は
八
十
四
万
言
百
一
　
シ
バ
エ
は
蛆
で
越
冬
す
る
。

鱗木

ﾖ
麟
琳
鍵
醜
重
三
諸
富
鵬
嘘
露
志

向市月別火災

　　　　　　　｝　円
1件　　2．OCO

2　イ牛　　2933．400　　4　イノ1

　　　　　　　　　　
2　f’1　　　　75．000　　3　イ’1

［3　イ’1　　1602。000　11　f，1

日

1件

＝
＝
［

年
　　一口
5αooeo

　6000

141’｛

一
＝
㎜

428．500

55。000

720．000

5・81翫900igf1

2件

3件
3f’1

161’1

　5．000

　3．000

24．500

　2000

150。000

690．500

月1　2

12f’1

212f’l

　I31

　　41イ’1

5

遣
骨
還
る

故
陣
軍
上
等
兵
大
倉
並
妾
言

の
乖
背
は
、
十
二
日
中
町
の

正
念
壱
で
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
す
。
昭
和
二
十
年
八
月
十

　
得
　
1

6
　
7
　
8

3f4

1f’1

1件

川1i

9
1
0
1
1
1
2
　
計

宥
日
中
国
玉
丹
汀
省
寧
安
悪

止
河
封
地
に
お
い
て
戦
死
さ

れ
た
も
の
で
、
旭
通
り
に
住

む
妻
大
倉
タ
ソ
ヱ
さ
ん
は
＋

二
年
振
り
に
無
7
1
の
再
会
を

さ
れ
る
訳
で
す
。

鰻
騙
糊
碑
略
磁
な
い
で
あ
う
・
と
思
い
隻

聞
で
は
、
実
に
一
・
O
G
。
一
ω
8
＞
と

い
う
人
々
が
、
市
内
で
汽
車
の

乗
り
降
り
を
し
ま
す
。

…
年
賀
は
が
き
御
利
用
を

　

一
　
（
口
向
郵
便
局
）

…
郵
政
省
で
は
本
年
も
引
続
き
第

・
八
回
目
の
一
お
年
一
つ
き
年
賀

一
は
が
き
」
を
発
行
す
る
こ
と
に

一

　
市
営
農
場

一
岩
脇
タ
ブ
ト
キ
峠
の
国
道
筋
か

…
ら
メ
ガ
ネ
橋
の
と
こ
ろ
が
ら
山

享
に
入
る
四
メ
ー
ト
ル
巾
の
道

一
を
約
五
百
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
、

｝
そ
こ
か
ら
細
い
山
路
を
登
る
と

｝
ち
よ
つ
と
息
つ
く
よ
う
な
所

　
に
、
市
営
農
場
が
あ
り
ま
す
が
、

｛
お
そ
ら
く
市
民
の
方
は
、
市
営

一
飛
場
な
ど
が
あ
る
こ
と
も
知
つ

…
て
い
る
人
は
極
め
て
少
な
く
、

一
ま
た
此
処
を
訪
ね
て
み
た
人
も

　

一
こ
、
か
ら
は
眼
下
に
日
向
灘
が

見
下
ろ
遠
れ
、
北
側
へ
歩
を
運

「
ぶ
と
、
松
林
の
間
か
ら
岩
脇
の

7
展
家
の
点
在
す
る
彼
方
に
、
金

㎜
ケ
浜
が
回
し
く
、
Ψ
岩
の
学
校

　
が
少
さ
く
見
え
、
遠
く
細
島
の

　驚
軸
藷
襲
驚
け

一
て
、
か
な
り
大
き
な
鳥
が
草
む

ら
か
ら
飛
び
立
つ
た
が
、
残
念

一

　
　
「
　
　
卿
　
　
ξ
」
9
5
p
2
　
　
’
躍
】
‘
、
　
し
　
　
　
、
｛
「
●
皇
｝
置
憂
　
■
　
‘
、
‘
犀
」
ξ
”
　
‘
．

　
　
主
食
配
給
店
を
変
え
ら
れ
ま
す

　
　
一
　
㍉
　
　
　
　
多
　
ち
　
　
　
．
　
　
　
鷺
　
　
　
曜
　
　
　
■
　
　
　
¶
　
　
、
　
　
8
雪
～
9
■
　
3
　
、
　
2
も
　
　
　
O
　
　
兆
　
　
「
　
、
　
　
　
「
　
　
　
「
　
　
　
●

主
食
配
給
登
録
店
の
変
廻
を
希
支
所
、
出
張
所
へ
印
鑑
と
購
入

望
さ
れ
る
方
は
十
一
月
十
九
日
通
帳
を
持
参
し
て
手
続
き
す
れ

…師
蜥
痘
墲
ｪ
噸
夢
ば
変
更
が
出
来
、
鷹

病
に
売
出
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
｝
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

［
今
回
発
行
の
榮
市
は
、
四
円
は
．
『
市
営
施
設
め
ぐ
り
』
を
濯
い

㎜は

ｪ
き
、
五
円
は
が
き
の
二
野
て
い
る
の
で
す
が
、
気
持
は
何

…で

ｷ
が
、
何
れ
も
お
年
ト
つ
き
と
な
く
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
コ

・
で
あ
り
ま
し
て
、
五
円
は
が
き
一
ー
ス
案
内
を
桝
き
た
く
な
る
よ

…
は
従
来
ど
お
り
内
一
円
が
共
同
一
う
な
場
所
で
、
　
「
す
す
き
」
が

再
鷺
襲
騎
慧
ポ
勲
徽
就
麟
鐸
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
果
樹
試
験
場

日
向
市
果
樹
試
験
場
は
、
富

草
場
の
三
尾
市
長
宅
の
褻
の

約
三
百
メ
ー
ト
ル
山
手
に
あ

ま
す
。
民
間
か
ら
一
町
八
反

畝
の
原
野
を
買
収
し
て
、
昭

二
十
八
隼
九
月
か
ら
開
設
し

し
た
。
初
め
の
構
想
は
、
み

ん
、
も
も
、
ぶ
ど
う
を
植
え

計
面
で
あ
っ
た
が
、
都
合
に

つ
て
殆
ど
、
み
か
ん
が
春
休

な
っ
て
い
ま
す
。

み
か
ん
の
品
種
は
、
杉
山
系

尾
張
系
、
南
開
四
号
、
十

号
、
二
十
号
、
宮
川
早
生
、

川
早
生
を
賦
験
中
で
す
が
、

数
は
現
三
眠
二
百
本
で
、
三

生
が
大
部
分
と
四
年
生
と
一

生
が
あ
り
ま
す
。

何
か
特
に
賦
験
的
に
や
っ
て

る
こ
と
は
と
婚
ね
て
み
ま
ψ

と
、
別
に
特
別
な
こ
と
は
し

い
な
い
が
、
今
年
揃
え
た
方

　な

閨
A
±
早
言
か
ら
二
な
が
ら
箸
は
何
の
鳥
か
わ
壷
で
少
し
変
え
て
み
た
こ
と
は

｝
璃
郵
便
局
に
て
痛
め
下
さ

し …
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
目
に

一

｝
行
事
メ
モ

㎝
1
2
日
　
日
向
市
酊
業
祭
打
合
せ

｝　

i
市
議
場
、
九
時
）

一
1
3
日
　
木
炭
品
評
会
打
合
せ
会

一
　
　
（
旧
高
校
、
九
時
）

14

冝
@
教
育
委
員
会
定
例
会

　
　
（
会
議
室
一
時
）

一
　
採
種
バ
レ
イ
シ
ョ
検
査

　
1
7
日

｝　

X
津
、
西
川
内
）

一
1
8
日
　
市
郡
対
抗
中
学
相
撲
大

．
　
会
（
西
詩
、
一
時
）

19

冝
@
選
挙
人
名
簿
縦
覧
最
終

　
日

　
主
食
配
給
登
録
店
変
更
申
請

　
　
（
鎗
日
ま
で
）

［
6
日
果
置
戸
≠
訳
藍

一
積
、
品
極
別
さ
し
木
の
試
験

一
は
、
ほ
1
1
成
功
し
て
い
る
よ
う

　
に
み
え
ま
し
た
。

｝
ま
た
・
県
の
委
託
を
う
け
て
・

一
標
高
百
メ
ー
ト
ル
に
お
け
る
製

暫
ら
く
眺
め
ま
し
た
。
写
東
は

そ
こ
か
ら
写
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
農
場
は
元
は
開
拓
地
で
し

た
が
そ
の
一
部
を
市
営
農
場
と

し
て
「
茶
」
を
噂
ら
試
験
し
て

お
り
、
条
圃
は
約
二
町
歩
の
面

早
植
水
稲
打
合
せ
（
喪
一
茶
の
品
質
の
試
験
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
、
紅
茶
キ
ー
モ
ン

租
を
二
審
歩
に
試
験
し
て
い
ま

す
。こ
の
農
場
の
指
導
に
は
技
術
員

一
名
、
常
傭
農
夫
一
名
と
臨
時

農
夫
数
名
が
管
理
し
て
い
ま

ナ
。

普
通
三
尺
の
深
さ
と
巾
に
掘

て
、
　
「
そ
だ
」
を
入
れ
、
そ

に
植
え
る
の
で
す
が
、
そ

「
そ
だ
」
を
穴
の
中
で
焼

て
、
そ
れ
か
ら
柏
え
て
み
ま

た
、
と
県
技
師
の
進
藤
さ
ん

話
で
し
た
。

実
の
な
る
の
は
六
年
生
位
と

わ
れ
て
お
り
、
二
年
す
れ
ぽ

年
生
の
樹
に
実
が
な
る
勘
定
一

す
が
、
黄
色
の
実
が
山
一
面
幽

ら
れ
る
の
は
四
、
五
年
先
か

で
し
ょ
う
。

旧
軍
人
恩
給
相

談
の
お
知
ら
せ

旧
軍
人
各
種
恩
給
そ
の
他
の
伽

相
談
に
応
ず
る
た
め
、
県
世
瓠

課
係
員
が
当
市
に
来
ら
れ
て
、

皆
さ
ん
の
御
不
明
の
点
、
ま
・

は
御
疑
問
の
点
の
あ
る
方
に
い

し
く
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
”

う
そ
お
い
で
の
上
お
尋
ね
下
・

い
。
O
期
日
　
十
二
月
一
日
九
時
L

　
　
　
　
り
彗
後
四
時
ま
で

）
豊
西
ρ
τ
　
　
　
輔
3
b
昼
剛
－
露
ψ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
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―十二月六日から
	学生寮建設具体化す

	遺骨還る

	日向市の火事統計


